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新型コロナウイルス（COVID-19）対策ガイドライン 

 

新型コロナウイルスの感染は、いまだに予断を許さない状況です。本作品制作において全スタッフ及びキャスト間で

共通のコロナ対策意識を持ち、過度な不安を持たずスムーズに撮影を行えるようにすることを目的として『ガイドラ

イン』を作成いたしました。この『ガイドライン』は「日本映画製作者連盟」「日本映画製作者協会」「ジャパン・フィ

ルムコミッション」などのコロナ対策の基準・意見・判断を参考にしております。制作に参加する全てのスタッフ・キ

ャストは、本ガイドラインに記載のルールを遵守して下さい。尚、新型コロナウイルスは撮影準備、撮影中の対策だけ

では十分に予防ができず、具体的な方策にも限度があることから、参加するスタッフ、キャストには撮影外の時間帯

に個人で予防を徹底して頂きたいと思います。 

 

＜基本方針・基本原則について＞ 

このガイドラインのルール設定、基本的な対策は以下です。 

これらを撮影の実情に合わせ徹底します。 

①  参加者全員各自、毎日の検温・体調確認 

②  関係者全員のマスク着用（出演者の芝居時を除く）＊三層不織布マスク推奨 

③  手洗い、消毒の徹底  

③ 「３つの密」を避けた、原則２ｍ間隔の社会的距離を守っての作業 

⑤  大声での会話はしない 

⑥  定期的な換気（最低３０分に１回程度） 

⑦  作業現場にウィルスを持ち込まない。消毒等のゾーンディフェンス 

⑧ 万が一陽性者が発生した場合、その影響を最小限に留めるよう濃厚接触者とならない行動を心掛ける 

 

制作に参加する全てのスタッフ・キャストは、以上の基本スタンスを各人徹底してください。 

各パートでの仕事上の具体的な対応をお願いします。 

 

＜衛生担当について＞ 

衛生担当の役割と人員構成 

衛生担当はプロデューサー共々、制作現場におけるコロナ感染防止のための衛生管理を行う部署であり、 

主に衛生管理に関わる物資の調達・管理・使用・配布、現場での消毒作業、スタッフ・キャストへの撮影状況に応じた

消毒手順・場所の指導・告知などを業務内容とし、現場の内外で活動します。 

 

＜体調不良・濃厚接触者の定義について＞ 

◆体調不良とは 

・発熱、持続する咳、喉の痛み、全身倦怠感、息苦しさ、味覚障害等、いずれかの症状がある。 

・無症状であっても、検温し体温が 37.5度以上または平熱から１度以上上昇している場合。  
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◆濃厚接触者とは 

「濃厚接触者」とは、患者の感染可能期間内（発症日の 2日前から、診断後に隔離などをされるまでの期間）に 

接触した者の内、次の範囲に該当する者。 

•  患者と同居、あるいは長時間の接触があった者。  

•  適切な感染防護なしに患者を診察、看護もしくは介護した者。  

•  患者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者。  

•  その他、手で触れることの出来る距離（目安として 1 メートル）で、必要な感染予防策 

（マスクなど）なしで 15 分以上接触があった者。 

（周辺の環境や接触の状況等個々の状況から患者の感染性を総合的に判断する） 

  （国立感染症研究所「積極的疫学調査実施要領」より） 

 

体調不良時の対応 

◆体調不良を自覚した際は、速やかにプロデューサー、衛生担当に申し出たうえで人との接触を避けてください。 

プロデューサー、衛生担当の指定する車輌にて病院直行または帰宅をお願いします。  

＊指定の車輌＝救急車・民間救急車・介護タクシー・一般タクシー(体調不良者が乗車する旨を伝え同意があった 

場合)・撮影スタッフによる移送。 

◆発熱等の症状により自宅療養することとなった方は、毎日、健康状態を確認して部署代表者とプロデューサーに 

報告してください。 

体調管理 

◆撮影開始の 10日前から、毎日の検温を徹底してください。37.5度を超えている場合は、プロデューサー・衛生担当

に報告してください。俳優部はプロデューサー・俳優担当に直接報告をお願いします。 

◆組への参加 10日前から参加期間中は、複数人による宴会やパーティへの参加、風俗店、クラブ、カラオケなど、 

感染の危険があるとされている場所への出入りを厳禁とします。 

 

体調不良後のフローチャート 

《体調不良》 

・熱なし→最寄りの病院を受診→経過を観察した上で現場復帰を決める 

・熱あり→熱があっても対応可能の病院を受診 

・熱があるが対応の病院が見つからない→保健所に電話後電話問診を受ける  

＜PCR 検査について＞ 

現場に入る全スタッフ・キャストに、PCR検査を実施し、感染対策に万全を期します。 

◆全スタッフ＆キャスト クランクイン前 

・実施日に事前に検査キットをお渡しさせていただきます。参加者は各自検査を行い、検体を衛生担当の指示の基に 

所定の場所に提出して下さい。  

※準備期間から撮影が終わるまでの期間、万が一のクラスター化を最大限の配慮で避けるため、そして参加者全員と

そのご家族の健康を守るための対策となりますので、各位ご理解、ご協力をお願いします。 
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＜撮影時のルール①＞ 

マスクの持参・着用 

＜スタッフ＞ 

撮影参加時は必ずマスクをして下さい。その際、マスクは自宅出発時から帰宅（地方ロケ時は宿泊するホテルの 

部屋に入る）まで着用をお願いします。※鼻までマスクをしてください。 

＜出演者＞ 

テスト・本番以外はマスク、若しくは、フェイスガードの着用をお願いします。 

＜エキストラ＞ 

本番以外はマスク着用。本番のみ外す事ができ、カットがかかり次第速やかにマスクを着けて下さい。 

＊マスクは予備を含め各自用意してください。 

 

検温 

撮影に参加するスタッフ・キャストは各自で体温計をご用意して下さい。 

「曽利組検温フォーム」（文末に URLと、QRコードを記載しています）にクランクイン 10 日前から記入して下さい。 

東宝セット撮影時は自宅にて、地方ロケではホテル出発前に検温を各自必ずして下さい。  

ご理解ご協力を宜しくお願いいたします。  

各スタッフ・キャストの検温状況は衛生担当のみが確認する事ができ、責任を持って管理します。 

熱がある場合は撮影現場へ参加をせず、プロデューサーへ連絡後フローチャートに沿って対応して下さい。

  

地方ロケの場合は宿泊先の部屋にて待機して下さい。 

 

 

撮影現場・支度場所など 

現場は密室密集を極力避ける為にも最少人数での体制にご協力下さい。 

プロデューサー・衛生担当・制作部は、スタッフ・キャストへの注意喚起を促し、支度部屋、物件の建て込み飾り、照

明仕込みなどで衛生用品が不足しないよう対応します。 

各場所で可能な限り換気を行い、密閉する必要がある場合は、定期的に換気を行います。目安は 30 分に 1 回程度。 

場所の容積に合わせて衛生担当が指示します。 

 

食事場所・お茶場 

・食事しながらの会話は厳禁です。（撮影中の感染リスクの一番高いのは食事中マスクを外しての会話です） 

・食事場所では、なるべく向かい合って座らず、お互いの距離をとり、雑談をせずに食事をしてください。 

・夜の飲み会や大人数での食事は原則禁止します。 

・車輌での移動中のお食事は禁止とさせていただきます。 
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＜撮影時のルール②＞ 

俳優部 

・感染リスクを避けるため、マネージャーさんのご同行は極力お控えください。 

・キャストの検温確認業務は俳優担当、プロデューサーが行い、まとめて衛生担当に伝達する。 

・キャストもスタッフと同様に自宅または宿泊地出発前にて検温を実施し、37 度５分以上あった場合は俳優担

当、プロデューサーに連絡の上、指示をお待ちください。 

・俳優部は、原則として本番以外はマスク（かつら、特殊メイクでマスク着用を避けて頂きたい方にはフェイス

シールドをご用意します）を着用いただく 

・俳優部は衣裳を着脱する際に、私服を脱いだ後や衣裳を脱いだ後には必ず手の消毒を行ってください 

 

エキストラ 

エキストラ担当は、エキストラ参加者に自宅検温の旨を指示してください。 

エキストラ参加者はエキストラ担当・衛生担当の指示に従い責任を持って感染症対応を十分に行ってください。 

エキストラ参加者は撮影現場へ行く出発前に検温し、３７度５分以上あった場合は参加を取り止めエキストラ担当に

連絡報告をお願いします。現場ではマスク着用とアルコール消毒を徹底し、マスクを取るのは本番のみとします。体

調不良などの問題があった場合はエキストラ担当・衛生担当へ報告をお願いします。 

エキストラは衣裳を着脱する際に、私服を脱いだ後や衣裳を脱いだ後には必ず手の消毒を行ってください。 

 

衣裳部・メイク部 

・衣裳部・メイク部は支度場所での作業を行う際には感染症予防対策に徹底してください。 

また、アルコール消毒を作業の合間に頻繁に行ってください。 

・衛生担当は必要十分な量の衛生用品を支度場所に配置します。 

・各部の道具は部内での共有は行わない様にしてください。  

・メイク道具の中の塗布器具（マスカラや口紅を含む）は基本的に使い切りタイプを使用し、使い回しにならないよ

うに留意してください。 

・除菌スプレー等を使用し定期的に衣裳の消毒を行ってください。 

 

消え物 

劇中の飲食物（消え物）を調理・提供する担当者は、作業時は手袋を着用し、衛生管理に十分に留意してください。 

調理器具、食器、箸置きなどの小物も、使用前後に消毒してください。 

段取り、テストではダミーの消え物を使い、本番時に飲食する物を設置し、本番直前までラップを外さないようにし

てください。 
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車輌・移動 

・車を運転するドライバーは責任を以って担当車輌の消毒・換気を徹底してください。 

・衛生用品は適切に管理し、担当車輌の衛生に徹底してください。 

・移動車輌の乗車位置は基本固定とし、可能な限り互い違いになるように乗車してください。 

・適宣または使用後の車内はアルコール製剤で清掃を行ってください。 

 

＜新型コロナウイルス感染者が発生した場合＞ 

・体調不良の方が、PCR 検査など信頼できる検査で陽性となった場合、すみやかにプロデューサーに報告してくださ

い。万一、感染者が出てもその人を責めたり、非難したり、差別することのないようにしなければなりません。 

感染者の情報は、重大な個人情報です。情報の取り扱いは、プロデューサーが基本的に管理します。 

デマや憶測の流布など、重大な問題にも繋がりかねませんので、全ての関係者は知り得た情報を、みだりに口外しな

いようにお願い致します。 

 

＜新型コロナウイルスワクチン接種について＞ 

本作品に関わる者にワクチン接種の機会が訪れた際は、本人判断のもとでワクチン接種を推奨します。 

 

＜「曽利組検温フォーム」へのアクセス＞ 

エキストラ用 

https://forms.gle/SVsecoiUPj5V4TA47 

 


